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路面積雪の物理的性質について
小杉健二・望月重人雪氷防災研究センター新庄支所防災科学技術研究所
道路交通の発達した現代社会において、その安全確保は重要な課題である。積雪・寒冷地において、路面を覆った積雪はスリッ
プを引き起こしまた定行の妨害となり、綴ljな災害・交通障害の原因となっている。その被害斡戒のためには路面積雪の現況把
握が基本的な対策であり、広域的な現況把握ができれば一層有効である。
こうしたことを背景に、路面積雪観測に対するマイクロ波の利用可能性を調べることを目的として、千葉大学環境リモートセン
シンゲ研究センターと防災科学技術研究所は、「路面積雪の圧雪過程におけるマイクロ波散乱機構の研究」と題した共同研究を
屈強した。積雪のマイクロ波に関する諸特性は雪の密度などの物理的性質に依存すると考えられるが、自然積雪の物理的性質が
これまで広汎に研究・解明されて来た事に比べ、路菌積雪については連続した観測結果の蓄積は少ない。本発表では路面積雪の
物理的性質に関する観浪lj結果、並びに自然積雪との比較によりその特徴を紹介する。
1.はじめに
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2.観測の概要
2008年1～3月に山形県新庄市内の道路において、 1日に3～4回（朝、
昼、 タ）路面積雪の観測を行った（図1）。
観測項目立、路面積雪の深さ、密度、硬度、含水率、積雪状態、滑り摩
擦、雪温、気温などで、あった。
． 
• 
(b）シャーベット（水ベた雪）
路面積雪観測の様子
(a）圧雪
観測で得られた、路面積雪の物理量の経時変化を図2に示す。1月 21
～25日は気温が氷点下の状態が続き厚さω
～1的mの圧雪が維持された（図3）。28日か
ら気温が上昇し、路面積雪はシャーベット
（図4）となり厚さは勧戒した。密度は500～
920kg/1ぽの範囲で変動した。2月12日には路
面の積雪が一旦消えた。
2月 13日から圧雪が再び形成され積雪深が
増え、 19日には12伽mに達した。18日から
は気温の上昇により、シャーベットとなった。
密度は、 13日の430kg/がから時間とともに
増加し 20日には855kg/1耐に達した。20日
に路面積雪は再び消えた。
2月27日朝には凍結状態（厚さ 16nm、図5)
が観察された。その後29固まで密度 750～
920 kg/1ぽの圧雪やシャーベットが形成され
た。
図6は、路面積雪状態と密
度の関係である。自然積雪
に比べ、路面積雪は密度が
顕著に大きい。
また、図2に見られる様に、
物理的性質の変化が速く、
変動幅の大きいことも路
面積雪の柑教と言える。
図1
• 
3.観測結果と路面積雪の特徴
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図6
・ 上述の様な路面積雪の特徴をふまえ、雪氷防災研究センター新庄支所
にある、人工降雪装置を備えた雪氷防災実験棟における室内実験等に
より路面積雪のマイクロ波散苦L特性の研究を進める予定である。
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4.今後に向けて
路間責雪の物l.t量の経時変化図2
